
会　告

第 27回日本臨床微生物学会総会・学術集会のご案内（第 3報）

　第 27 回日本臨床微生物学会総会および学術集会を下記の要領で開催いたします。

記

会　期：平成 28 年（2016 年）1 月 29 日（金），30 日（土），31 日（日）
会　場：仙台国際センター・新展示施設

〒980―0856　仙台市青葉区青葉山無番地
テーマ：チーム医療・連携，そしてグローバル化へ

～感染症診断・治療から感染制御まで～
総会・学術集会ホームページ：http://www.congre.co.jp/jscm2016/
お願い：仙台市内には約 7,000 室のホテルがありますが，観光や震災復興・支援のために満室となります。

早めの宿泊予約をお願いいたします。

プログラム（予定，仮題）：
●総会長講演
●副総会長講演
●特別講演「感染制御と地域連携」

賀来　満夫（東北大学大学院医学系研究科）
●招聘講演「世界で広がるカルバペネム耐性腸内細菌科細菌」

PartriceNordmann（UniversityofFribourg,Switzerland）
●教育講演

1．「新型インフルエンザと危機管理」
押谷　　仁（東北大学大学院医学系研究科）

2．「生物学的製剤投与で増えている結核・NTM 症～その発症機序と診断・検査，治療，予防～」
渡辺　　彰（東北大学加齢医学研究所）

3．「ISO と微生物検査」
宮地　勇人（東海大学医学部）

4．「次世代シークエンサー」
飯田　哲也（大阪大学微生物病研究所）

●シンポジウム
1．「臨床における適正な抗菌薬治療とは」

座長：細川　直登（亀田総合病院）
白石　　正（山形大学医学部附属病院）

2．「微生物検査の標準化へ向けて」
座長：竹村　　弘（聖マリアンナ医科大学）

三澤　成毅（順天堂大学医学部附属順天堂医院）



 3．「サーベイランスと地域連携」
座長：大毛　宏喜（広島大学病院）

清祐麻紀子（九州大学医学部附属病院）
4．「微生物検査の新技術の現状と将来展望」

座長：飯沼　由嗣（金沢医科大学病院）
大楠　清文（東京医科大学）

5．「アウトブレイク時の検査室における疫学解析」
座長：矢野　寿一（奈良県立医科大学）

佐藤　智明（東京大学医学部附属病院）
6．「我々は新興感染症に対応できるか」

座長：松本　哲哉（東京医科大学）
犬塚　和久（愛知県厚生連医療事業部）

7．「嫌気性菌の至適検査法の確立を目指して：嫌気性菌検査は難しくない？」
座長：三鴨　廣繁（愛知医科大学大学院）

三澤　成毅（順天堂大学医学部附属順天堂医院）
8．「技師の教育，このままでいいか」

座長：大花　　昇（福島県立医科大学附属病院）
黒川　幸徳（川崎医療短期大学）

9．「抗酸菌検査ガイドライン 2015 からみた結核診断と感染対策」
座長：萱場　広之（弘前大学）

樋口　武史（京都大学医学部附属病院）
10．「血液培養の現状と課題」

座長：栁原　克紀（長崎大学病院）
高橋　俊司（市立札幌病院）

11．「真菌検査は検査室に依存するか」
座長：前㟢　繁文（埼玉医科大学）

豊川　真弘（東北大学病院）
● MotivationalSession

1．「主治医を感激させた微生物検査　検査技師の知識・経験と第六感」
座長：佐々木雅一（東邦大学医療センター大森病院）

山本　　剛（西神戸医療センター）
2．「注目される薬剤耐性菌」

座長：八木　哲也（名古屋大学大学院医学系研究科）
根ヶ山　清（香川大学医学部附属病院）

●緊急セミナー「MERS の検証と対策～韓国からの報告と日本の対応～」
●日韓（JSCM-KSCM）ジョイントシンポジウム

「Non-TuberculosisMycobacteriuminfection」
●日韓台フォーラム

1．「韓国における微生物検査・感染制御の現状について」
MyungsookKim（KSCLMPresident）



 2．「台湾における微生物検査・感染制御の現状について」
Jiunn-JongWu（TSM&TAMTPresident）

 3．「日本における微生物検査関連の法的動向（検体採取，業務独占）」
宮島　喜文（日本臨床衛生検査技師会　会長）

●ベーシックレクチャー
1．「小児 4 種ウイルスのワクチンの基本」
2．「ヒトメタニューモウイルスとボカウイルスの実態」
3．「実践で使える統計学の基礎」
4．「感染症に関する胸部画像の診かた」
5．「感染症のバイオマーカー」
6．「PK-PD の実際」
7．「検査報告書から読み解く薬剤感受性（どんな耐性菌？）」
8．「新しい分類学/菌名変更」
9．「蚊の生態と蚊媒介感染症」
10．「消毒薬の基本」

●微生物認定医セミナー
●震災時における感染症対策
●三学会合同抗菌薬感受性サーベイランス委員会報告
●関連学会・研究会からの報告

1．日本ブドウ球菌研究会
2．緑膿菌感染症研究会
3．日本嫌気性菌感染症学会
4．臨床微生物迅速診断研究会

●精度管理委員会報告・企画
● MALDITOFMS 検査ガイド作業部会報告
●論文の書き方セミナー（編集委員会）
●ワークショップ（8 地区競演 WS，他）

1．九州，沖縄地区における「壊死性筋膜炎」の病態解析（九州地区）
2．四国お遍路　稀な感染症例ツアー～日常検査で見逃さないために～（四国地区）
3．まれ菌倶楽部（中国地区）
4．院中八策～よりよい微生物検査の報告を目指して（近畿地区）
5．迷えるあなたの道標～欠如しがちな「躾」「教育」「評価」を考える～（中部地区）
6．まれな菌 ?! いざという時困らないために 2016（関東甲信越地区）
7．真菌症診断に貢献する真菌検査の技術習得

―よく見ると，，とても美しいカビたち―（東北地区）
8．血液培養検査！一緒に考えれば，なまら　いいっしょ！

―診断的価値を高める，採取から検査・報告まで―（北海道地区）
9．真菌感染症の検査法（日本医真菌学会）
10．2DCM-web ワークショップ（藤本修平，他）

● JANIS からの報告
●認定臨床微生物検査技師・ICMT 合同講習会



● ICD 講習会
●一般演題（口演・ポスター発表；約 370 演題）
●共催セミナー（15 テーマ）
●商業展示（機器・試薬；30 社，書籍 4 社）
●情報交換会（ホテルメトロポリタン仙台；学会 HP より事前申込）
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演題の採否について：
　演題登録者全員に電子メールにて通知をいたしますのと同時に，ご登録いただいたメールアドレス
宛てに送付いたします。受領通知に付記される登録番号をもって，演題採択一覧ページにて公開いた
します。
　通知は，2015 年 11 月下旬頃を予定しています。
　演題の採否，発表形式，発表時間，カテゴリー等の決定は，査読委員会に一任ください。

総会・学術集会における口演・ポスター発表時の利益相反（COI）自己申告について：
　日本臨床微生物学会では，第27回日本臨床微生物学会総会・学術集会より，口演・ポスター発表時
の COI の自己申告を実施いたします。COI 自己申告（案）の詳細に関しては，一般社団法人日本臨床
微生物学会ホームページに掲載しておりますので，ご覧ください。
　なお，発表の際には，総会・学術集会演題応募ページに掲載しています COI 開示スライドを参考
に，口演発表ではスライドの最初に（または演題・発表者などを紹介するスライドの次に），ポスター
発表ではポスター掲示の最後に，COI 状態を開示してください。

一般演題発表について
口演発表：発表時間は発表7分，質疑応
答 3 分の計 10 分の予定です。
発表はPCプレゼンテーションのみです。

ポスター発表：1月 30日（土）16：00～
18：00 において発表をお願いします。
発表時間は3分，質疑応答時間は3分の
計 6 分の予定です。
ポスターは 1 月 29 日（金）から 31 日

（日）まで展示していただきます。

※ポスター貼付：1月 29日（金）15：00
以降より貼付してください。
ポスターサイズ：縦 210cm，横 90cm で
す。
図のようにパネル上部左の演題番号

（20cm×20cm）は事務局で用意します。
演題名・所属・氏名（20cm×70cm）は
各自ご用意ください。
掲示スペースは 190cm×90cm です。



宿泊・情報交換会・オプショナルツアー申込みについて：
　第27回日本臨床微生物学会総会・学術集会では，宿泊の案内と情報交換会，オプショナルツアーを
開催いたします。下記，案内をご参照の上，第 27 回総会 HP より奮ってご参加ください。

●宿　泊
ホテルは会場周辺にご用意させていただきました。
ホテル情報の詳細は，第 27 回総会 HP 宿泊申込画面にお進みいただき，ご確認ください。

●情報交換会
日　時：1 月 30 日（土）19：00～21：00（予定）
会　場：ホテルメトロポリタン仙台　4F
参加費：2000 円
事前申込制（先着 500 名）となっております。定員に達した場合は，当日申込みはありません。

●被災地視察ツアー
日　時：1 月 31 日（日）午後
内　容：仙台近郊被災地視察プラン
参加費：3000 円（お一人様）
募集人員：定員 80 名様（最少催行人員：20 名様）
食　事：昼食 1 回（お弁当）
添乗員：全行程同行いたします。

申込締切日：2015 年 12 月 25 日（金）
第 27 回総会 HP 宿泊オプショナルツアー申込ページ：
http://www.congre.co.jp/jscm2016/syukuhaku.html

以上

総　会　長：長沢　光章（東北大学病院　診療技術部）
副総会長：國島　広之（聖マリアンナ医科大学　内科学総合診療内科）
プログラム委員長：金光　敬二（福島県立医科大学　感染制御学講座）
　　　　副委員長：三澤　成毅（順天堂大学医学部附属順天堂医院　臨床検査部）
事務局長：遠藤　史郎（東北大学大学院　医学系研究科感染制御・検査診断学分野）
事　務　局：〒980―8574　宮城県仙台市青葉区星陵町 1―1　東北大学病院　検査部内
総会・学術集会ホームページ：http://www.congre.co.jp/jscm2016/
運営事務局：株式会社コングレ　東北支社
　　　　　　　　Tel；022―723―3211，E-mail；jscm2016@congre.co.jp


